
 

 

 

 

 

 

 

ありがとう三高中学校 感謝の思いを胸に新たなステージへ 

令和 6年度末をもちまして、本校は江田島市立能美中学校に統合され、閉校となります。３月は旅立ち

の時ですが、生徒・教職員共に自分たちを育ててくださった学校、地域の皆様に感謝の思いを強くしまし

た。三高中最後の卒業生、在校生、教職員としての誇りと感謝を胸に、私たちは新たなステージへと向か

います。改めまして、これまで温かい御支援を賜りました関係者の皆様に深く感謝し、御礼申し上げます。 

令和６年度 第７８回卒業証書授与式 ８人の旅立ち 

 ７日（金）の卒業証書授与式では、８名の卒業生は堂々とした姿で本校を巣立って行きました。人生の節

目となる卒業式を自分たちの力で厳粛かつ感動的なものにしようとする卒業生の姿は、さすが三高中学

校の最高学年でした。卒業生の皆さん、これまで三高中で培ってきた力を新たなステージでも発揮し、大

きく羽ばたいてください。式では、５人の在校生も緊張感をもち、先輩の姿を目に焼き付けているようでし

た。その在校生の態度や歌声が、式を感動的で思い出深いものにすることができました。すっかりたくまし

くなってきた１・２年生の皆さん、春休み明けは気持ちも新たに能美中学校で進級となります。新年度のス

タートを素晴らしいものにするために、今年度を振り返り、新年度の新たな挑戦とさらなる飛躍に向けて

準備をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員の人事異動（お知らせ） 

 

 

三高中だより 
 

学校教育目標「自ら学び、心豊かで自己表現できる生徒の育成」 
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（卒業生代表答辞より一部抜粋）生徒会活動も「全員」で取り組むことができました。僕たちは、最後

の一年間「戮力協心（りくりょくきょうしん）」を生徒会スローガンに上げていました。このスローガン

には、「全員の力を集結させて、その全員の力で何事にも挑戦する」という意味があります。僕たちは、

毎日、この「戮力協心」という言葉を心がけて生活しました。誰かが困っていたら絶対に手をさしのべ、

自分が困ったときも、必ず誰かが助けてくれました。この行いをしていくなかで、三高中学校がどんど

ん良くなっていくということを感じることができました。同時に、地域の方々、先生方、家族、歴代の

先輩方の力があったからこそ、この三高中学校の素晴らしい伝統が受け継がれてきたのだと、あらため

て理解できました。 

（中略）三高中学校は長い歴史に幕を下ろします。先輩たちが築き上げてきた三高中学校の伝統を僕た

ちが受け取り、後輩である一、二年生のみなさんに引き継いでいってほしかったです。残念ながらそれ

はかないませんが、一、二年生のみなさんには、新しい中学校で生活するようになっても、心の中に持

ち続けていってほしいと思います。 

最後に、同級生のみんな。僕は、みんなと一緒に卒業できて幸せです。これからは、みんなそれぞれの

道を進んでいくことになります。三高中学校で過ごした日々を大切にして、新たな進路先でも活躍して

いきましょう。三高中学校最後の卒業生である僕たちには、その責任もあります。とても名残惜しいで

すが、旅立ちの時がきました。今まで本当にありがとうございました。 

校訓：自律 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中、閉校記念行事にご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

 

教職員の人事異動（お知らせ） 

  この度の人事異動について、お知らせいたします。 

校長 喜多村 昭宏（退任）   教頭 安達 正泰（大柿中学校へ） 

教諭 田村 岳（江田島中学校へ）  不動 捺希（大柿中学校へ）  平川 智美（任期満了）   

    清水 卓史（能美中学校へ）  二井 利佳（廿日市市立阿品台中学校へ） 

波田 勇太（能美中学校へ）  瀬﨑 由香（任期満了）  濵井 かおり（能美中学校へ） 

養護教諭 檜谷 優華（切串小学校付）  主事 頃石 貴子（呉市立倉橋小学校へ）   

大変お世話になりました。ありがとうございました。 

三高中学校の閉校に寄せて  

私は、一昨年度、三高小に校長として赴任しました。私が三高中で教諭として過ごしていた時代の
教え子の子どもがいます。やはり、いとおしいというか、かわいいというか、なんとも言えない感情
に襲われました。三高のことも好きでしたし、三高の子どもたちにも三高を好きになってもらいたく
て、いろいろな事を仕組みました。うまくいったかどうか、不安な部分もありますが、後１年で形に
しようと考えていた今年度４月、三高中へ転任になりました。６月には、最後の１年になることが決
まりました。私の教員生活の最後の１年が、三高中の最後の１年になりました。三高中のために、で
きる限りのことをしようと考え、１年間過ごしてきました。十分なことはできませんでしたが、１３
人の素敵な子どもたちや、その子供たちのことで真剣になって仕事をする素敵な先生方、学校の取組
にいつも協力的な保護者に囲まれ、本当に幸せな１年間でした。三高の生徒や三高の人たちはみんな
協力的で、人が良くて、優しくて、思いやりがあって、素敵な人たちです。そうした人々を育て続け
た三高中学校、僕の人生に大きな影響を与えてくれた三高中学校、７８年間、本当にありがとうござ
いました。そして、お疲れさまでした。  

三高中学校 校長 喜多村 昭宏 

ありがとう三高中学校 閉校記念行事（3 月 23 日）の様子より  

おきみ太鼓響輝演奏 本名正憲様 講演 吹奏楽部OB OG 教職員演奏 参加者全員による校歌合唱 


